
コント A and B:

x and 1
x

A: 今日の話題は、正比例と反比例ということで。

B: 学校の数学で習う最初の関数概念が、正比例；つまり x ですね。関数とい
う記号を y = f(x) で表すということを最初に習うのは、中学ですかね。

A: 生意気な生徒は、感激する対象ですね。y = kx は、最初の多項式の例で
す。であるとともに, １次式という線形の「故郷」ともいえます。なにはともあ
れ、ここから代数が はじまる。

B 多項式よりも単項式ですね。つぎに　 x2　を習って、２次方程式がはじま
る。これは、中学校で習うのですかね。

A:次数を上げると同時に、変数の数をふやす。。。。。

さて、正比例に対する反比例というやつが登場するのは、いつでしたか。こ
の式は、否応なしに神秘を漂わしています. 反比例というのは, xy = 1　から y
について解いて, y = 1

x . これは、実は、多変数関数の最初の例ともいえるわけで.
.....　話は、いきなりぶっ飛びますが、物理の問題に適用すると, eg = h̄ という
関係式で象徴されます。

B: ??????!!!!

A: e を電気素量, g を「磁気素量」（単磁極の素量：これまでのところ、未確
認物質）, h はプランク定数です. これが有名なディラックの関係式とよばれてい
るやつです。電磁気を量子力学と両立させようとすると出てくる。「変な」関係で
す。ディラックは、天才ですが、普通の天才の枠では収まらないヘテロ系。。。。

B: !!!!??????

A: 話をもとに戻すと、（元に戻すいうてクサ、どこか元なんじゃろか）、２次
式から２次方程式を解く。というのが、学校数学のひとつのクライマックスです。
いわゆる根の公式です。完全平方式というやつが絶妙の役割をする。ついでに 虚
数が登場する。

B: もっと一般的にして、x3 も考えられる. ３次方程式　 x3 + ax+ b = 0 の
根の公式が、有名なカルダノの公式。
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